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　碓氷川クリーンセンターの奥にある碓氷川熱帯
植物園に行ったことがありますか。１年を通じて熱
帯植物を見ることができます。（詳しくはＰ２・３を
ご覧ください。）

碓氷川熱帯植物園
Ｐ２・３　碓氷川熱帯植物園に行ってみませんか

Ｐ４　　　福祉医療費助成制度の拡充　ほか

Ｐ６　　　バス路線の一部変更のお知らせ

43第 号

人　口  　63,481 人      （＋18）
　男　  　31,064 人      （±  0）
　女　  　32,417 人      （＋18）
世帯数　  23,701 世帯  （＋21）

住民基本台帳人口（８月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

市長対話の日
10月17日（土）　本庁　市民ロビー
11月28日（土）　支所　第２会議室
時間 ▼午前 10 時～正午
※受付は午前11時 30 分まで
※都合により時間が変更になることも
あります

平成 21年平成 21 年平成 21 年平成 21 年平成 21 年
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　 市 内 で １ 年 を 通 じ て 熱 帯 植 物 の 観 賞 が で き る こ と を ご 存 知

で す か 。 碓 氷 川 ク リ ー ン セ ン タ ー の 敷 地 内 に あ る 碓 氷 川 熱 帯 植

物 園 で は 年 間 を 通 じ て 様 々 な 熱 帯 植 物 を 見 る こ と が で き ま す 。

　 こ の 碓 氷 川 熱 帯 植 物 園 は 平 成 15 年 ７ 月 に 、 碓 氷 川 ク リ ー ン

セ ン タ ー の ご み 焼 却 余 熱 を 利 用 す る 施 設 と し て オ ー プ ン し ま

し た 。 テ レ ビ や イ ン タ ー ネ ッ ト な ど 多 く の メ デ ィ ア が 普 及 し

て い る 現 代 で す が 、 実 際 に 植 え ら れ て い る 植 物 を 見 て 、 憩 い

の 場 、 学 習 の 場 と し て 利 用 し て い た だ い て い ま す 。

　 ま た 、 余 熱 利 用 施 設 （ サ ー マ ル リ サ イ ク ル ） と い う 特 性 か ら 、

ご み 減 量 化 、 地 球 温 暖 化 防 止 な ど の 環 境 問 題 に つ い て 発 信 の

場 と し て の 位 置 づ け を し て い ま す 。

　 皆 さ ん 、 お 気 軽 に 碓 氷 川 熱 帯 植 物 園 に お 越 し く だ さ い 。

国
道

1
8
号

至
　
軽
井
沢

碓
氷
川

至
　
高
崎

至
　
磯
部
駅

至
　
安
中
駅

T
S
U
T
A
Y
A

碓氷
自動

車教
習所

碓氷
川ク

リー
ンセ

ンタ
ー

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園

な
が
し
ま
小
児
科

問
合
せ

▼碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
（
☎
３
８
１
－
０
７
４
７
）

住
所

▼安
中
市
原
市
65

開
園
時
間

▼午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

休
館
日

▼火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　
　
　
　
年
末
年
始
（
12
月
28
日
～
１
月
４
日
）

入
園
料

▼無
料

ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
ノ
キ
　
原
産
地
：
南
ア
フ
リ
カ

　
花
は
黄
色
く
早
く
散
り
ま
す
。
果
実
は
緑
か
ら
光

沢
の
あ
る
黒
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
赤
い
萼
片
（
が

く
へ
ん
）
と
黒
い
果
実
が
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
を
連
想
さ

せ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
名
前
で
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

パ
パ
イ
ア
　
原
産
地
：
熱
帯
ア
メ
リ
カ

　
果
実
は
長
さ
15
～
40
cm
に
な
り
、
緑
色
か
ら

次
第
に
オ
レ
ン
ジ
色
に
熟
し
て
い
き
ま
す
。
中
央
部

に
は
数
百
個
の
黒
い
種
子
が
入
っ
て
い
ま
す
。（
品
種

に
よ
っ
て
は
種
子
の
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
）

ア
ン
ス
リ
ウ
ム
　
原
産
地
：
熱
帯
ア
メ
リ
カ

　
花
の
よ
う
に
見
え
る
ハ
ー
ト
型
の
部
分
は
仏
炎
苞

（
ぶ
つ
え
ん
ほ
う
）
と
い
い
、
色
彩
が
鮮
や
か
で
す
。

通
年

通
年

通
年

ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ
カ
　
原
産
地
：
南
ア
フ
リ
カ

　
学
名
は
ス
ト
レ
リ
チ
ア
と
い
い
、
イ
ギ
リ
ス
の
お
妃

の
名
前
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
鳥
が
羽
ば
た
い
て
い

る
か
の
よ
う
な
花
が
印
象
的
で
す
。

カ
ト
レ
ア
　
原
産
地
：
熱
帯
ア
メ
リ
カ

　
花
が
大
き
く
て
美
し
い
も
の
が
多
く
、「
ラ
ン
の
女

王
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
名
前
の
由
来
は
園
芸
家
の
名

前
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。

ヒ
ス
イ
カ
ズ
ラ
　
原
産
地
：
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ル
ソ
ン
島

　
名
前
の
と
お
り
、
翡
翠
（
ひ
す
い
）
の
よ
う
な
や

や
青
み
の
あ
る
緑
色
の
花
が
垂
れ
下
が
っ
て
咲
き
ま

す
。

５
月
中
旬
～
９
月
下
旬

１
月
上
旬
～
３
月
上
旬

３
月
下
旬
～
４
月
中
旬

バ
ナ
ナ
　
原
産
地
：
東
南
ア
ジ
ア

　
バ
ナ
ナ
は
よ
く
樹
木
と
間
違
え
ら
れ
ま
す
が
、
大

型
の
草
本
で
す
。
写
真
は
ホ
ク
シ
ョ
ウ
バ
ナ
ナ
で
す

が
、
碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
に
は
ほ
か
に
モ
ラ
ド
バ
ナ

ナ
、
セ
ン
ナ
リ
バ
ナ
ナ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ネ
ッ
タ
イ
ス
イ
レ
ン
　
原
産
地
：
熱
帯
ア
メ
リ
カ

　
花
は
昼
咲
き
の
も
の
と
夜
咲
き
の
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
の
ネ
ッ
タ
イ
ス
イ
レ
ン

は
昼
咲
き
で
す
。

ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル
ー
ツ
　
原
産
地
：
メ
キ
シ
コ

　
茎
は
三
角
柱
状
で
、
壁
や
樹
木
を
よ
じ
登
り
ま
す
。

夜
間
に
直
径
20
cm
に
も
な
る
白
い
花
が
咲
き
、
果

実
を
つ
け
ま
す
。

３
月
上
旬
～
11
月
下
旬

５
月
上
旬
～
９
月
中
旬

８
月
上
旬
～
９
月
下
旬

碓 氷 川 熱 帯 植 物 園碓 氷 川 熱 帯 植 物 園 に 行 っ て み ま せ ん かに 行 っ て み ま せ ん か碓 氷 川 熱 帯 植 物 園 に 行 っ て み ま せ ん か

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
で

　
　
　
　
　
　
見
ら
れ
る
植
物



子どもの医療費の無料化（福祉医療費助成制度）子どもの医療費の無料化（福祉医療費助成制度）
の対象範囲が拡大されましたの対象範囲が拡大されました

子どもの医療費の無料化（福祉医療費助成制度）子どもの医療費の無料化（福祉医療費助成制度）
の対象範囲が拡大されましたの対象範囲が拡大されました
子どもの医療費の無料化（福祉医療費助成制度）
の対象範囲が拡大されました

４広報あんなか　２００９年１０月号

　市では、今年10月１日から子どもを対象とした福祉医療費助成制度を通院につき中学校３年生（15歳に達する日以後
の最初の３月31日までの人）まで、拡大実施します。この制度は、対象者が医療機関で受診するとき、保険証と福祉医療
費受給資格者証を窓口で提示することで、保険診療での自己負担分が無料になる制度です。
　10月以降に医療機関で受診するときは、必ず新しい福祉医療費受給資格証と保険証を提示してください。９月現在、
受給していた皆さんには、福祉医療費受給資格者証を郵送しましたので、ご確認ください。新規対象者で申請手続を済
ませていない人は、本庁国保年金課または支所住民税務課窓口へ申請してください。また、次のとおり特別受付を行い
ますのでご利用ください。
受付場所 ▼旧安中市の住所の人　→　本庁国保年金課　　旧松井田町の住所の人　→　支所住民税務課
特別受付日時・場所 ▼10月18日（日）午前8時30分～正午　本庁国保年金課
持参するもの ▼①印鑑（シャチハタ不可）　　②お子さんの保険証（コピ－）

③福祉医療費受給資格者証交付申請書兼台帳
※下記の場合は、福祉医療費受給資格証が使用できませんのでご注意ください
　学校の管理下（注１）における災害（負傷、疾病、障害または死亡）は、日本スポーツ振興センター災害共済給付
制度の対象となるため、医療機関で受診する時は、福祉医療費受給資格者証は使用せず、自己負担していただき、
その後、学校に災害共済給付の申請を行ってください。

　　　学校の管理下とは次の場合などです
○授業中（保育所における保育中や特別活動中を含む）…生徒会活動、クラブ活動、運動会、修学旅行など
○学校の教育計画に基づく課外指導中…部活動、臨海学校、夏休みの水泳指導、生徒指導など
○休憩時間中および特定時間中…始業前、行間休み、昼休み、放課後
○通常の経路および方法による通学中
※内容についてご不明な点や都合がつかない場合は担当課までお問い合せください
問合せ ▼本庁国保年金課給付係（☎382－1111）・支所住民税務課国保年金係（☎393－1113）

注１

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

出
産
育
児
一
時
金
の
金
額
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
21
年
10
月
１
日
以
降
の
出
産
か
ら
、
出
産
に
関
す
る
経
済

的
な
負
担
軽
減
の
た
め
、出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を
４
万
円

引
き
上
げ
、
次
の
①
と
②
の
両
方
に
該
当
し
た
場
合
は
42
万
円
と

し
ま
す
。（
該
当
し
な
い
場
合
は
39
万
円
で
す
）

　

今
回
の
金
額
変
更
に
と
も
な
い
、出
産
費
用
を
一
時
的
に
窓
口

で
現
金
払
い
す
る
必
要
が
な
い
よ
う
、国
民
健
康
保
険
か
ら
医
療

機
関
に
出
産
育
児
一
時
金
を
直
接
支
払
う
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。

た
だ
し
、出
産
費
用
が
出
産
育
児
一
時
金
額
を
上
回
る
場
合
は
窓

口
で
差
額
を
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、出
産
費
用
が
出
産
育
児
一
時
金
額
を
下
回
る
場
合
に
は

必
要
書
類
を
添
え
て
市
国
保
年
金
課
へ
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り

差
額
を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
出
産
し
た
被
保
険
者
が
、
社
会
保
険
か
ら
国
民
健
康
保

険
に
加
入
替
え
し
て
か
ら
６
カ
月
未
満
に
出
産
し
、
か
つ
、
１
年

以
上
社
会
保
険
の
被
保
険
者
本
人
で
あ
っ
た
場
合
は
、国
民
健
康

保
険
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
は
、加
入
し
て
い
た
社
会
保
険
へ
請
求
す
る
よ
う
入
院

の
際
に
医
療
機
関
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼

本
庁
国
保
年
金
課
国
保
係
・
支
所
住
民
税
務
課
国
保
年
金
係

（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

①
出
産
し
た
医
療
機
関
な
ど
が
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加

入
し
て
い
る
こ
と

②
在
胎
週
数
が
第
22
週
以
降
の
出
産
で
あ
る
こ
と



５ 市  役  所　  ３８２－１１１１

国民健康保険特定健康診査国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査後期高齢者健康診査

個別健診個別健診を国民健康保険特定健康診査
後期高齢者健康診査

個別健診を
実施しています実施しています実施しています

　平成21年度の国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査は市内の下記医療機関で受診することができます。
　個別健診とは、集団健診と同じ内容の検査を、市内の医療機関で実施することをいいます。医療機関や市から日時
を指定することはありません。皆さんの都合のよい時に希望する医療機関で受診してください。
※集団健診の実施日・該当地区は「広報あんなか」５月号をご覧ください
個別健診実施期間 ▼６月１日（月）～11月30日（月）
料金 ▼無料
健診機関 ▼下記の医療機関（※印の医療機関は予約が必要です）

注意事項
◆受診票・受診券と保険証を必ず持参してください
◆受診票・受診券裏面の質問票は必ず記入してください
◆65歳以上の人で受診票右面に基本チェックリストがある人は必ず記入してください
◆午前中のみの受診となりますので、朝食を食べずに受診してください

その他
◆受診票・受診券は、個別健診・集団健診共通です
◆安中市国民健康保険の資格を喪失した場合または長寿医療制度（後期高齢者医療制度）加入者で市外に転出し
た場合は、市から送付した受診票・受診券では受診できません。すみやかに受診票・受診券を市へお返しください。
資格喪失後に受診した場合は全額自己負担になります
◆集団健診を受診した人は受診できません。重複して受診した場合はあとから受けた健診費用は全額自己負担にな
ります
◆事業所などにお勤めの人で、事業所などが行う健診を受けた場合は、この健診を受ける必要はありません。お手
数ですが、健診結果を安中市へお知らせください
◆被用者保険の被扶養者の人の特定健康診査も上記医療機関で受診することができます
◆安中市人間ドックを受診する人は、健診項目が重複するため受診できません

問合せ ▼本庁国保年金課国保係（☎３８２－１１１１）

医療機関名
385-1511

381-0485

380-1717

381-2201

381-0448

380-1181

385-8255

385-1351

393-5311

ア ミ ヤ 医 院
有 坂 内 科 医 院　※
いのうえ整形外科内科クリニック
いわい中央クリニック　※
上 杉 医 院　※
大貫クリニック　※
岡 田 医 院　※
お に か た 医 院　※
く ろ さ わ 医 院

385-8221

385-8551

382-8111

382-1123

385-7858

382-3131

382-2210

393-1731

393-1005

公 立 碓 氷 病 院　※
櫻 井 内 科 医 院　※
さわやかクリニック
正 田 病 院　※
城 田 医 院　※
須 藤 病 院　※
高 橋 医 院　※
田 口 医 院
武井内科循環器科

385-6031

393-1324

381-0229

382-1255

393-1301

384-1126

382-2510

半 田 内 科 医 院
藤 巻 医 院
堀 口 医 院　※
本 多 病 院　※
松 井 田 病 院　※
み や ぐ ち 医 院　※
茂 木 内 科 医 院

50音順
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「
高
崎
駅
・
安
中
市
役
所
線
」の

運
行
路
線
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
す

　

群
馬
バ
ス
が
自
主
運
行
す
る「
高
崎
駅
・
安
中
市
役
所
線
」の
路
線
が
10
月
１

日
か
ら
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。こ
の
路
線
変
更
に
よ
り
、「
板
鼻
新
町
入
口
」・

「
湯
沢
温
泉
入
口
」・「
安
中
四
丁
目
」・「
伝
馬
町
安
中
局
前
」の
４
つ
の
停
留
所

が
廃
止
さ
れ
、新
た
に「
板
鼻
」・「
岩
井
郵
便
局
前
」・「
ベ
イ
シ
ア
モ
ー
ル
入
口
」・

「
須
藤
病
院
前
」・「
新
島
学
園
前
」・「
伝
新
橋
」の
６
つ
の
停
留
所
が
新
設
さ
れ

ま
す
。運
行
ル
ー
ト
の
変
更
内
容
は
下
図
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、「
高
崎
駅
・
安
中
市
役
所
線
」と「
安
中
市
役
所
・
松
井

田
支
所
線
」の
時
刻
表
も
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、Ｐ
８
・
９
の
間
に
折
り
込
ま

れ
て
い
る
時
刻
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
群
馬
バ
ス
榛
名
営
業
所

（
☎
３
７
４

－
０
７
１
１
）

路
線
バ
ス

板鼻
新町入口

湯沢温泉入口湯沢温泉入口湯沢温泉入口

安中四丁目
伝馬町
安中局前

伝新橋

板鼻
岩井岩井
郵便局前郵便局前

ベイシアモールベイシアモール
入口入口

岩井
郵便局前

ビジネスビジネス
ホテル河ホテル河
ビジネス
ホテル河

ベイシアモール
入口

板鼻交差点

板鼻宿交差点

中宿交差点

ベイシア

伝馬町交差点

新島
学園

Ｒ１８

碓氷川

新ルート

現行ルート

新バス停●×６

廃止バス停
（同路線に限る）

●×４

特養特養
セラヴィセラヴィ
特養
セラヴィ

新島学園前新島学園前新島学園前
須藤病院前

安中駅 岩井交差点

中宿東交差点
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

期
限
ま
で
に

　
　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」を

　
　
　
　
　
　
　

  

提
出
し
ま
し
ょ
う

　

老
齢
年
金
は
所
得
税
法
に
よ
り「
雑
所
得
」と
し
て
課
税
の
対
象
と
な
り
ま

す
。支
払
わ
れ
る
年
金
か
ら
各
種
の
控
除
を
行
い
、残
り
の
額
か
ら
所
得
税
が

差
し
引
か
れ
る
し
く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
種
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎
年
10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か

け
て
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
ら
れ
る
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」が
送
ら
れ
る
老
齢
年
金
受
給
者
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　

こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
、扶
養
控
除
な
ど
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、

公
的
年
金
控
除
の
額
も
定
率（
年
金
の
支
給
額
の
25
％
）と
な
り
、
税
金
が
多

く
徴
収
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、こ
れ
ら

を
受
給
し
て
い
る
人
に
は
扶
養
親
族
等
申
告
書
は
送
ら
れ
ま
せ
ん
。

○
65
歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

○
65
歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以
上
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

公
的
年
金
は
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い
で
す

　

公
的
年
金
は
、年
を
と
っ
た
と
き
や
、病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
る
な

ど
万
が
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
き
の
た
め
に
、み
ん
な
が
加
入
し
て
保

険
料
を
出
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、経
済
的
に
支
え
合
う
制
度
で
す
。

　

ま
た
、働
く
世
代
が
納
め
る
保
険
料
が
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る「
世

代
と
世
代
の
支
え
合
い
」の
し
く
み
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
年
金
の
給
付
に
必
要
な
費
用
の
２
分
の
１（
平
成
20
年
度
ま

で
は
３
分
の
１
）は
国
の
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
し
く
み
に
基
づ
い
た
公
的
年
金
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
や
、
予
測
で
き
な
い
経
済
の
変
動
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、将
来
に
わ
た
っ
て
同
じ
価
値
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、ご
自
分
や
家
族
の
長
い

将
来
を
展
望
し
て
、公
的
年
金
が
ど
ん

な
に
大
切
な
も
の
か
今
一
度
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

も
し
、あ
な
た
が
公
的
年
金
制
度
に

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
保
険
料
を

納
め
て
い
な
か
っ
た
ら
、
き
ち
ん
と
加

入
し
て
忘
れ
ず
に
保
険
料
を
納
め
ま

し
ょ
う
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

高
崎
社
会
保
険
事
務
所（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）



松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP14をご確認ください

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP14をご確認ください

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

１０月の催し物ガイド
ホール
安中歌謡教室発表会
４日（日）　12:30 ～16:00　入場：無料
問合せ：安中歌謡教室（☎362－2757）
第 33回安中市芸能大会発表大会
18日（日）　9:30 ～17:00　入場：無料
問合せ：芸能協会（☎385－7692）
第 16 回群馬県産業教育フェア（税金クイズ大会）
23日（金）　14:00 ～15:30　入場：無料
問合せ：県高校教育課（☎027－226－4647）
安中市戦没者追悼式
31日（土）　10:00 ～12:00　入場：関係者
問合せ：福祉課（☎382－1111）

学習室など
初心者パソコン講座
1日（木）～11日 (日 )　9:00 ～12:00・13:00 ～16:00
入場：申込者（会場：2Fパソコン室）
問合せ：文化センター（☎381－0586）

市民の茶席（大日本茶道学会）
17日（土）　10:00 ～15:00　入場：無料
図書読み聞かせ
17日（土）　14:00 ～15:00　入場：無料

１０月の催し物ガイド
大ホール
第 21回碓氷のつどい
16 日（金）～ 18 日（日）
23 日（金）～ 25 日（日）
主催：市文化協会・市生涯学習推進協議会
入場：無料（大ホール・小ホール・ギャラリー他）
※詳しくはＰ９をご覧ください

ギャラリー
安中市小学校理科自由研究作品展
２日（金）～ 12 日（月）　9:00 ～ 17:00
主催：学校教育課
入場：無料
※５日（月）は休館日

●今月のピックアップ

エンリケ・クッティーニ楽団
タンゴ・エモーション 2009

●今月のピックアップ

日
程
表

※

11
月
は
市
民
展
と
、
２
月
は

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
同
時
開
催
で
す

　

伝
統
文
化
を
多
く
の
皆
さ
ん
に

触
れ
て
い
た
だ
く
一
環
と
し
て
、

西
毛
茶
道
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、

「
市
民
の
茶
席
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
茶
道
未
経
験
の
人
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場
所
▼
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
茶
室

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

参
加
費
▼
無
料

※

事
前
申
込
不
要

※

開
催
日
時
は
、「
お
知
ら
せ
版
」

に
も
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い

日
時
▼
11
月
27
日
（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜

（
開
場　

午
後
６
時
）

場
所
▼

松
井
田
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定

前
売
：
３
，
５
０
０
円

当
日
：
４
，
０
０
０
円

※

９
月
19
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら

前
売
開
始
（
松
井
田
文
化
会
館
・

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・
富
岡
市

か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル
）

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、
当

日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

※

未
就
学
児
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

平成 21 年度　市民の茶席

月101112２
日1721221913
曜
日土土日土土

流
派

大
日
本
茶
道
学
会

江
戸
千
家

煎
茶
道
東
阿
部
流

表
千
家
流

表
千
家
流

８広報あんなか　２００９年１０月号
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安中市教育委員会

“マナビー”

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る

「
生
涯
学
習
」
と
は
、

学
校
は
も
と
よ
り
、

社
会
の
中
で
、
生
涯

を
と
お
し
て
行
な
う

様
々
な
学
び
の
こ
と

で
す
。
生
涯
学
習
は
、
人
と
の

出
会
い
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る

「
学
び
合
い
の
活
動
」
で
あ
る

と
も
い
え
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯

学
習
に
よ
る
ひ
と
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
よ
り
温

か
な
郷
土
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

生
涯
学
習
だ
よ
り
は
、
市
民

一
人
一
人
の
学
び
の
機
会
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、「
学

び
の
場
」「
出
合
い
の
場
」
を

お
知
ら
せ
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

平
成
20
年
度

人
権
作
品
集『
お
も
い
や
り
』か
ら

祖　
　

父
安
中
市
立
松
井
田
東
中
学
校
三
年　

阿
部　

隼
人

　

私
に
は
祖
父
が
い
る
。も
う
八
十
歳
を
越
え
て
い
る
が
す
ご
く
元
気
に

生
活
し
て
い
る
。し
か
し
、祖
父
は
障
害
を
抱
え
て
い
る
。若
い
頃
、機
械
に

足
を
挟
ま
れ
、
片
足
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。し
か
し
、
祖
父
は
障
害
に

臆
す
る
こ
と
な
く
生
活
し
て
い
る
。

　

私
は
、
幼
い
頃
よ
く
祖
父
の
足
で
遊
ん
で
い
た
記
憶
が
あ
る
。幼
い
頃
の

私
は
、
ど
う
し
て
祖
父
の
片
足
が
機
械
な
の
か
、
そ
し
て
、
祖
父
は
私
が
遊

ん
で
い
る
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
か
考
え
る
こ
と
は

一
度
も
な
か
っ
た
。そ
の
頃
の
私
は
、
た
だ
好
奇
心
に
ま
か
せ
、
祖
父
の
片

足
が
機
械
だ
と
い
う
こ
と
に
少
し
嬉
し
さ
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。祖
父
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。今
に

な
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
私
は
と
て
も
非
常
識
な
こ
と
を
し
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
と
反
省
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

私
が
今
住
ん
で
い
る
家
を
建
て
た
時
に
、
お
風
呂
や
階
段
な
ど
に
手
す

り
を
取
り
つ
け
た
。も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
祖
父
の
た
め
の
配
慮
だ
っ
た
。し
か

し
、
祖
父
は
、
こ
の
新
居
に
住
も
う
と
は
し
な
か
っ
た
。お
そ
ら
く
、
祖
父

は
、自
分
を
障
害
者
と
し
て
見
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
、特
別
扱
い
を
さ
れ
た

く
な
か
っ
た
の
だ
と
私
は
考
え
る
。な
ぜ
な
ら
、
祖
父
は
、
と
て
も
意
志
の

強
い
人
だ
か
ら
だ
。祖
父
は
、手
す
り
を
見
た
と
き
、嬉
し
か
っ
た
の
か
、そ

れ
と
も
悲
し
か
っ
た
の
か
私
は
考
え
た
。お
そ
ら
く
両
方
の
気
持
ち
に
な

っ
た
と
思
う
。家
族
が
自
分
の
こ
と
に
気
を
配
り
、
手
す
り
を
つ
け
て
く
れ

た
と
い
う
嬉
し
さ
、そ
れ
と
は
反
対
に
、自
分
が
特
別
扱
い
を
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
い
う
悲
し
さ
だ
。

　

私
の
祖
父
は
と
て
も
元
気
な
人
だ
と
い
つ
も
思
っ
て
い
る
。祖
父
は
、
毎

日
朝
早
く
起
床
し
、
私
が
学
校
に
行
く
頃
に
は
も
う
く
つ
ろ
い
で
い
る
。そ

れ
に
祖
父
は
、毎
日
外
へ
出
て
歩
い
て
い
る
し
、祖
父
と
一
緒
に
旅
行
に
行

っ
て
も
、
私
た
ち
の
歩
く
ペ
ー
ス
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
速
度
で
歩
い

て
い
る
。祖
父
は
無
理
を
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
特
別
扱
い
を
さ

れ
た
く
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。祖
父
は
、「
障
害
者
は
誰
で
も
、障
害
者
と
し
て

見
ら
れ
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。」と
言
っ
て
い
た
。私
は
、
祖
父
が
身
近

に
い
る
た
め
か
、
お
年
寄
り
へ
の
配
慮
な
ど
、
自
然
に
身
に
つ
い
た
。こ
れ

は
、
祖
父
へ
の
ち
ょ
っ
と
し
た
配
慮
の
積
み
重
ね
か
ら
だ
と
思
う
。こ
れ
か

ら
も
、祖
父
の
気
持
ち
を
考
え
、尊
重
し
て
生
活
し
て
い
き
た
い
。

問
合
せ
▼

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係（

３
８
２

－

１
１
１
１
）

第４回「市民フェスティバル」のお知らせ
第 21回碓氷のつどい
場所：松井田文化会館
前期：10月 16 日～ 18 日　午前９時～午後４時
内容 ▼作品展・学習展・人権教育映画会「歩いて

も　歩いても」（※要整理券）・小学生マー
チングパレード（旧松井田町地域）・音楽
祭・舞踊祭・いきいき健康まつり・紅葉
の茶会

後期：10月 23 日～ 25 日　午前９時～午後４時
内容 ▼作品展・学習展・芸能祭・こどもひろば（こ

ども福引大会・模擬店）・紅葉の茶会
※各催し物の日時はチラシまたは市ＨＰ
でご確認ください

芸能協会発表大会
場所 ▼安中市文化センター
日時 ▼10 月 18 日　午前９時 30分～

第 33回市民展
場所：安中市文化センター・中央体育館
前期：11月 12 日～ 15 日　午前９時～午後４時 30分
内容 ▼市民書道展・美術手工芸展・市民写真展
後期：11月 19 日～ 22 日　午前９時～午後４時 30分
内容 ▼造形美術展・児童生徒作品展（旧安中市地

域）・市民華道展・郷土資料展・ユネスコ
資料展・くらしの会作品展・市民の茶席
※各催し物の日時・会場はチラシまたは
市HPでご確認ください

問合せ ▼生涯学習課生涯学習係（☎３８２－１１１１）
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　 「 学 習 の 森 」 生 涯 学 習 施 設 で は 、 竹 細 工 教 室 を 開 催

い た し ま す の で 、 ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い 。

日 時 ▼ 11 月 ３ 日 （ 火 ） ・ 21 日 （ 土 ） 、 12 月 20 日 （ 日 ） 、

平 成 22 年 １ 月 17 日 （ 日 ） ・ 23 日 （ 土 ）

各 回 と も 午 前 10 時 〜 正 午

場 所 ▼ 「 学 習 の 森 」 生 涯 学 習 施 設　 つ ど い の 間

講 師 ▼ 磯 貝　 晴 之　 先 生 （ 竹 の 会 代 表 ）

定 員 ▼ 20 人 （ 先 着 順 ）

講 座 内 容 ▼ 竹 細 工 の 作 成 （ 熊 手 ・ 竹 か ご ）

参 加 費 ▼ 無 料 （ 材 料 費 １ ， ５ ０ ０ 円 は 自 己 負 担 ）

申 込 み ・ 問 合 せ ▼ 10 月 ７ 日 （ 水 ） か ら 電 話 ま た は 「 学

習 の 森 」 生 涯 学 習 施 設 受 付 へ 直 接 お 申 し 込 み く だ さ い 。

　 縄 文 時 代 の 遺 跡 か ら 出 土 し た パ ン 状 炭 化 物 や ク ッ

キ ー 状 炭 化 物 か ら 当 時 の 食 べ 物 を 再 現 し ま す 。

　 ま た 、 縄 文 土 器 を 使 用 し た 鍋 料 理 も 作 り 、 縄 文 時 代

の 料 理 を 通 じ て 、 食 生 活 の 歴 史 を 学 び ま す 。

日 時 ▼ 10 月 18 日 （ 日 ） ・ 31 日 （ 土 ） （ 全 ２ 回 ）

午 後 １ 時 〜 ３ 時

場 所 ▼ 学 習 の 森　 生 涯 学 習 施 設

講 師 ▼ 小 林 真 梨 子　 先 生 （ 管 理 栄 養 士 ・ 料 理 研 究 家 ）

募 集 人 数 ▼ 10 人 （ 先 着 順 ）

対 象 ▼ 市 民 の 皆 さ ん

（ な る べ く ２ 日 間 受 講 で き る 人 ）

受 講 料 ▼ １ ， ５ ０ ０ 円

（ 全 ２ 回 の 材 料 費 ）

申 込 み ▼ 10 月 ７ 日 （ 水 ） か ら ふ る さ と 学 習 館 に 電 話 で

お 申 し 込 み く だ さ い 。
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ま す が 、 こ の

牧 に お い て

は 、 幅 約 ３ ｍ

深 さ 約 ２ ｍ も

あ る 大 溝 で

囲 っ て い ま

す 。 こ れ ら の

大 溝 は 、 横 野

台 地 に 広 く 分

布 し 、 場 所 に

よ っ て は 数 百

ｍ に も 渡 っ て

存 在 し て お

り 、 牧 の 全 体

像 は 、 ３ ０ ０ ha を 越 え る 広 大 な 規 模 が 想 定 さ れ

て い ま す 。 更 に 周 辺 に は 大 規 模 な 鍛 冶 工 房 や 調

教 用 の 馬 場 と 考 え ら れ る 遺 構 も 見 つ か っ て い ま

す 。 こ の よ う に 牧 と そ の 関 連 施 設 が 一 体 と な っ

て 発 見 さ れ る こ と は 非 常 に 珍 し く 関 東 に お け る

牧 の し く み を 知 る う え で 貴 重 な 発 見 と い え ま す 。

　 牧 に は 、 国 家 が 管 理 運 営 す る 「 官 牧 」 と 地 方

の 豪 族 が 運 営 す る 「 私 牧 」 が あ り ま す が 、 横 野

台 地 で 発 見 さ れ た 牧 は 、 ど の 文 献 に も 見 ら れ な

い も の で す 。 け れ ど も そ の 規 模 の 大 き さ か ら 巨

大 な 権 力 の 存 在 が う か が わ れ ま す 。 横 野 台 地 に

お い て は 、 東 山 道 か ら 分 岐 し 甘 楽 郡 へ 向 か う 郡

と 郡 を 結 ぶ 「 伝 路 」 と 考 え ら れ る 直 線 的 な 道 路

状 遺 構 も 見 つ か っ て い ま す 。 こ れ ら の 交 通 施 設

と の 関 係 や ９ 世 紀 末 に 登 場 す る 物 部 氏 永 な ど の

「 僦 馬 の 党 」 （ 元 々 は 運 送 業 者 だ っ た が 治 安 の 悪

化 に よ り 自 ら 武 装 し 盗 賊 を 働 く よ う に な っ た ）

と の 関 連 な ど 、 古 代 史 を 解 明 す る う え で こ の

「 牧 」 の 重 要 性 は 今 後 益 々 増 大 し て い く こ と で

し ょ う 。
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　 機 械 力 の 乏 し い 古 代 に お い て 馬 は 、 移 動 や 輸 送

の 手 段 と し て あ る い は 軍 事 力 と し て 重 視 さ れ そ の

所 有 者 に 富 と 権 力 を も た ら す 存 在 で し た 。 こ の 貴

重 な 馬 を 生 産 す る た め の 放 牧 施 設 が 「 牧 」 で す 。

天 慶 ３ 年 （ ９ ４ ０ 年 ） 平 将 門 が 反 乱 を 起 こ し 東 国

に 新 国 家 建 設 の 野 望 を い だ い た の も 、 馬 匹 生 産 に

よ る 巨 大 な 富 と 軍 事 力 を 将 門 に も た ら し た 「 牧 」

の 存 在 が 背 景 に あ っ た か ら で し た 。

　 本 市 に お い て も 近 年 、 中 野 谷 地 区 や 人 見 地 区 （ 横

野 台 地 ） の 土 地 改 良 事 業 な ど に 伴 う 埋 蔵 文 化 財 の

発 掘 調 査 で 「 牧 」 の 存 在 を 示 す 遺 構 が 次 々 と 発 見

さ れ て い ま す 。 横 野 台 地 の 「 牧 」 は 、 現 在 の 安 中

市 と 富 岡 市 の 境 界 付 近 、 古 代 の 行 政 区 画 で 言 え ば

当 初 は 碓 氷 郡 に 含 ま れ 、 そ の 後 の 郡 界 の 変 更 で 甘

楽 郡 ・ 碓 氷 郡 の 両 郡 に 跨 る 地 域 に 存 在 し ま し た 。

存 立 年 代 に つ い て は 、 遺 物 の 特 徴 な ど か ら ７ 世 紀

後 半 か ら 10 世 紀 以 前 と 考 え ら れ て い ま す 。

　 こ の 牧 を 特 徴 づ け る 遺 構 は 、 施 設 を 区 分 す る 巨

大 な 溝 （ 大 溝 ） で す 。 西 部 劇 で は 、 牧 場 か ら 牛 が

逃 げ 出 さ な い よ う に カ ウ ボ ー イ が 柵 で 囲 い を 作 り

ま き
ば  ひ つ

日 時 ・ 講 師 な ど ▼

第 １ 回　 「 上 毛 三 山 と 群 馬 学 」　 10 月 25 日 （ 日 ）

　 　 　 　 熊 倉 浩 靖 氏

　 （ 群 馬 県 立 女 子 大 学 群 馬 学 セ ン タ ー 副 所 長 ・ 准 教 授 ）

第 ２ 回　 対 談 「 上 毛 三 山 の 成 り 立 ち

－

上 毛 三 山 の 地 質 構 造

－

」

11 月 ８ 日 （ 日 ）

　 　 　 　 中 島 啓 治 氏 （ 元 県 立 自 然 史 博 物 館 副 館 長 ）

　 　 　 　 中 村 庄 八 氏 （ 高 崎 北 高 校 教 諭 ）

第 ３ 回　 鼎 談 「 上 毛 三 山 の 山 麓 遺 跡 」　 11 月 23 日 （ 月 ）

　 　 　 　 前 原 豊 氏 （ 前 橋 市 教 育 委 員 会 ）

　 　 　 　 若 狭 徹 氏 （ 高 崎 市 教 育 委 員 会 ）

　 　 　 　 大 工 原 豊 （ 市 教 育 委 員 会 ）

第 ４ 回　 「 上 毛 三 山 と 山 岳 信 仰 」　 12 月 ６ 日 （ 日 ）

　 　 　 　 時 枝 務 氏 （ 立 正 大 学 文 学 部 准 教 授 ）

第 ５ 回　 「 近 世 に お け る 上 毛 三 山 」

平 成 22 年 １ 月 10 日 （ 日 ）

　 　 　 　 近 藤 義 雄 氏

　 　 　 　 　 （ 元 か み つ け の 里 博 物 館 館 長 ）

第 ６ 回　 「 上 毛 三 山 と 近 現 代 の 教 育 」

平 成 22 年 １ 月 24 日 （ 日 ）

　 　 　 　 森 田 秀 策 氏

　 　 　 　 　 （ 群 馬 県 文 化 財 保 護 審 議 会 委 員 ）

　 　 　 　 ※ 各 回 と も 午 後 １ 時 30 分 〜 ３ 時 30 分

募 集 人 数 ▼ 50 人 （ 先 着 順 ）

費 用 ▼ 無 料

申 込 み ・ 問 合 せ ▼

電 話 で ふ る さ と 学 習 館 ま で

お 申 し 込 み く だ さ い

て い だ ん
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　 赤 城 山 ・ 榛 名 山 ・ 妙 義 山 は 上 毛 三 山 と 称 さ れ 、 群 馬 県 を 代 表 す る 山 々 と さ れ て い ま す 。

こ れ ら の 山 麓 に は す で に 縄 文 時 代 か ら 山 を 意 識 し た 人 々 に よ り 集 落 や 祭 祀 の 場 が 設 け ら れ

て い ま し た 。 そ れ で は 、 い つ の 頃 か ら こ れ ら の 山 が 上 毛 三 山 と 呼 ば れ る よ う に な っ た の で

し ょ う か 。

　 今 回 の 展 示 で は 、 上 毛 三 山 に 関 す る 縄 文 時 代 か ら 現 代 ま で の 歴 史 や 信 仰 に つ い て 、 さ ま

ざ ま な エ ピ ソ ー ド を 紹 介 す る こ と か ら 理 解 を 深 め て も ら う こ と を 目 的 と し た 展 示 で す 。

さ い  し
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できごとできごとできごとできごとできごと

チャレンジスポーツ

　子どもたちが様々な経験を通じて元気に育つよう
に、軽スポーツや屋外活動、料理などを行うチャレン
ジスポーツが７月２７日（月）から３１日（金）に安中
会場で、８月１７日（月）から８月２１日（金）の日程で
松井田会場で開催され、両会場あわせて２７人の児
童が参加しました。

遺跡発掘現地説明会

　８月８日（土）、松義台土地改良事業に伴う遺跡発
掘調査の現地説明会が開催され、約１６０人が参加
しました。
　発掘された人見枝谷津遺跡と人見西原遺跡から
は道路状遺構や約５０軒の住居跡が確認され、参加
者は熱心に見学していました。

１００歳おめでとうございます

　８月２５日（火）に高橋秀三さん（松井田町八城）が
１００歳の誕生日をむかえられ、お祝い品が贈られ
ました。
　これからもお元気にお過ごしください。

敬老の日　慶祝訪問

　９月３日（木）、市長が市内各地区の最高齢者や老
人施設を訪問し、敬老祝金と記念品を手渡しまし
た。（写真は明嶺荘）
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意
く
だ
さ
い

申
込
期
限
▼
10
月
28
日
（
水
）

価
格
▼

農
業
日
誌
：
１
，
４
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
：
１
，
４
０
０
円

新
農
家
暦
：
４
９
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
▼

本
庁
企
画
課
行
政
管
理
係
・
支
所
地

域
振
興
課
管
理
係
（
☎
３
８
２

－

１

１
１
１
）

　

借
金
で
困
っ
て
い
る
人
を
対
象

に
、
多
重
債
務
者
支
援
団
体
の
相
談

員
が
、
収
入
な
ど
に
見
合
っ
た
家
計

の
建
て
直
し
方
法
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。

※

居
住
地
に
関
わ
ら
ず
、
相
談
で
き

ま
す

日
時
▼
10
月
27
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所
▼
市
役
所
本
庁

費
用
▼
無
料

農
業
日
誌
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
・

新
農
家
暦
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

生
活
の
建
て
直
し

相
談
会

ふ
る
さ
と
学
習
館

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

市民
INFORMATION
市民
INFORMATION

ホームページアドレス：
http://www.city.annaka.gunma.jp
メールアドレス：
kouhou2@des.city.annaka.gunma.jp

〒379-0192　安中市安中一丁目23-13
382－1111　ＦＡＸ381－0503

市役所

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATION市民

『
も
り
の
ま
つ
り

『
も
り
の
ま
つ
り
'09'09
』

『
も
り
の
ま
つ
り

『
も
り
の
ま
つ
り
'09'09
』

『
も
り
の
ま
つ
り
'09
』

〜
ひ
と
・
自
然
・
音
楽
と
ふ
れ
あ
お
う
〜

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
爽
秋
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
お
誘

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
爽
秋
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
日
時
▼
1010
月
1111
日
（
日
）
午
前

日
（
日
）
午
前
1010
時
〜
午
後
４
時

時
〜
午
後
４
時

※

雨
天
の
場
合
は

雨
天
の
場
合
は
1212
日
（
祝
）
に
延
期

日
（
祝
）
に
延
期

場
所
場
所
▼
学
習
の
森

▼
学
習
の
森

内
容
内
容
▼
流
し
そ
う
め
ん
・
野
菜
パ
チ
ン
コ
・
風
船
飛
ば
し
な
ど
。
野
外
ス
テ
ー

▼
流
し
そ
う
め
ん
・
野
菜
パ
チ
ン
コ
・
風
船
飛
ば
し
な
ど
。
野
外
ス
テ
ー

ジ
に
て
ダ
ン
ス
・
バ
ン
ド
・
う
た
ご
え
・
大
道
芸
な
ど
多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

ジ
に
て
ダ
ン
ス
・
バ
ン
ド
・
う
た
ご
え
・
大
道
芸
な
ど
多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

焼
き
そ
ば
・
特
製
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
も
り
の
カ
フ
ェ
・
く
ん
せ
い
造
り
体
験
・

焼
き
そ
ば
・
特
製
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
も
り
の
カ
フ
ェ
・
く
ん
せ
い
造
り
体
験
・

各
種
模
擬
店
あ
り
。

各
種
模
擬
店
あ
り
。

問
合
せ

問
合
せ
▼
も
り
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
木
暮
）

▼
も
り
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
木
暮
）

（
☎
３
８
２

３
８
２

－

７
３
４
４
）

７
３
４
４
）

　

豊
か
な
自
然
の
中
で
爽
秋
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
お
誘

い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
10
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※

雨
天
の
場
合
は
12
日
（
祝
）
に
延
期

場
所
▼
学
習
の
森

内
容
▼
流
し
そ
う
め
ん
・
野
菜
パ
チ
ン
コ
・
風
船
飛
ば
し
な
ど
。
野
外
ス
テ
ー

ジ
に
て
ダ
ン
ス
・
バ
ン
ド
・
う
た
ご
え
・
大
道
芸
な
ど
多
彩
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

焼
き
そ
ば
・
特
製
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
も
り
の
カ
フ
ェ
・
く
ん
せ
い
造
り
体
験
・

各
種
模
擬
店
あ
り
。

問
合
せ
▼
も
り
の
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
木
暮
）

（
☎
３
８
２

－

７
３
４
４
）

相
談
方
法
▼
電
話
予
約
の
う
え
、
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

定
員
▼
８
人
（
要
予
約
・
先
着
順
）

予
約
・
申
込
み
・
問
合
せ
▼

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
３
８
２

－

２
２
２
８
）

※

県
消
費
生
活
課
で
は
毎
月
第
１
・

３
火
曜
日
に
同
相
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
県
消
費
生

活
課
☎
２
２
６

－

２
２
８
１
）

　

学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館
で
は

10
月
23
日
（
金
）
か
ら
始
ま
る
秋
季

企
画
展
「
上
毛
三
山

－

赤
城
・
榛
名
・

妙
義
の
歴
史
と
信
仰
」
の
会
場
準
備

の
た
め
に
10
月
19
日
（
月
）・
21
日

（
水
）・
22
（
木
）
を
臨
時
休
館
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

20
日
（
火
）
の
通
常
の
休
館
日
と

あ
わ
せ
て
４
連
休
と
な
り
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

学
習
の
森
の
生
涯
学
習
施
設
は
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す

問
合
せ
▼
学
習
の
森
（
☎
３
８
２

－

７
６
２
２
）

混
合
型
特
定
施
設
（
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）

設
置
候
補
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
は
市
内
に
混
合
型
特
定
施
設
（
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
）
の
設

置
を
希
望
す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

※

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い

募
集
数
量
▼
新
設
１
施
設
（
定
員
40
人
）

要
項
・
申
請
書
配
布
▼
10
月
15
日
（
木
）
か
ら
募
集
要
項
お
よ
び
設
置
希

望
申
請
書
を
本
庁
介
護
高
齢
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
HP
に
も
掲
載
し
ま

す
。

応
募
方
法
▼
10
月
15
日
（
木
）
か
ら
11
月
30
日
（
月
）
の
間
に
、
所
定
の

申
請
書
に
よ
り
、
必
要
な
書
類
を
作
成
・
添
付
し
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で

連
絡
し
た
う
え
で
、
直
接
、
本
庁
介
護
高
齢
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
本
庁
介
護
高
齢
課
高
齢
者
対
策
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

インフルエンザインフルエンザインフルエンザ

～手洗い・マスク・うがい～～手洗い・マスク・うがい～～手洗い・マスク・うがい～

守っ
て
防い
で



１４
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
０
９
年
１
０
月
号

市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

１５

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

●
行
政
相
談

本
庁
　
10
/1
・
15
　
11
/5
　
9時
～
12
時

支
所
　
10
/5
　
11
/2
　
13
時
30
分
～
16
時

●
無
料
法
律
相
談

本
庁
　
10
/2
・
16
　
11
/6
　
受
付
12
時
30
分
～
15
時

本
庁
・
支
所
　
10
/9
　
受
付
12
時
30
分
～
14
時
（
法
の
日
記
念
）

※
要
電
話
予
約
　
秘
書
行
政
課
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
年
金
相
談

※
上
記
期
間
に
は
あ
り
ま
せ
ん

●
人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
10
/1
5　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

●
健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
10
/9
　
11
/1
3　
9時
～
11
時
30
分

●
妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

●
労
働
相
談

本
庁
　
10
/6
・
20
　
11
/4
　
13
時
30
分
～
16
時

※
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
。
　
商
工
観
光
課
（
☎
38
2－
11
11
）

●
障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

●
青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

●
心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

●
青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

●
交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

松
井
田
交
通
安
全
協
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
13
時
～
16
時

相
  談
  案
  内

給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
１
０
月
１
日
～
１
１
月
１
５
日
）

　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

38
2-
28
91

38
1-
23
22

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47

L M N O P Q R S T U V
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Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

休
館
の
ご
案
内

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
10
/6
・
20
　
11
/4

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
10
/1
3・
27
　
11
/1
0

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
10
/6
・
13
・
20
・
27
　
11
/4
・
10

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
/6
・
13
・
14
・
20
・
27
・
30
※
　
11
/3
･4
・
10
 

文
化
会
館
　
　
　
　
　
10
/5
・
13
・
19
・
26
・
31
　
11
/2
・
9

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
10
/6
・
13
・
20
・
27
　
11
/4
・
10

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
/5
・
13
・
19
・
26
※
　
11
/2
・
4・
9※

学
習
の
森
　
　
　
　
　
10
/6・
13
・
14
・
19
・
20
・
21
・
22
・
27
　
11
/4・
10

　
※
臨
時
休
館
日
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
10
/5
・
12
・
13
・
19
・
26
　
11
/2
・
4・
9

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

曜
日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

行
　
　
事
　
　
名

●
文
化
財
保
護
ポ
ス
タ
ー
展（
～
10
/5
）

　
学
習
の
森
　
9:
00
～
17
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座（
～
10
/1
1）

　
文
化
セ
ン
タ
ー

●
倉
木
麻
衣
ラ
イ
ブ
ツ
ア
ー
20
09

　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始
　
文
化
会
館

●
安
中
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
9:
00
～

●
七
宝
焼
教
室

　
学
習
の
森
　
13
:0
0
～
15
:0
0

●
人
権
と
平
和
を
考
え
る
講
座

　
松
井
田
庁
舎
　
13
:3
0
～

●
自
立
支
援
審
査
会
　
本
庁

●
碓
氷
歴
史
考
古
学
講
座
第
2
講

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
安
中
市
消
防
団

　
秋
季
点
検
リ
ハ
ー
サ
ル

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
碓
氷
の
つ
ど
い
前
期
(～
18
日
)

　
文
化
会
館

●
人
権
教
育
映
画
会

　
文
化
会
館
　
13
:3
0
～

●
碓
氷
の
つ
ど
い
前
期

●
市
民
の
茶
席（
大
日
本
茶
道
学
会
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～
15
:0
0

日 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜
日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

行
　
　
事
　
　
名

●
碓
氷
の
つ
ど
い
前
期

●
安
中
市
消
防
隊
秋
季
点
検

　
8：
30
～

●
夢
伝
大
会

　
支
所
9：
00
～
(開
会
式
)

●
七
宝
焼
教
室

　
学
習
の
森
13
:0
0
～
15
:0
0

●
縄
文
料
理
教
室

　
学
習
の
森
13
:0
0
～
15
:0
0

●
碓
氷
歴
史
考
古
学
講
座
第
２
講

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
12
:0
0

●
人
権
と
平
和
を
考
え
る
講
座

　
松
井
田
庁
舎
　
13
:3
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
ふ
る
さ
と
学
習
館
秋
季
企
画
展

　「
上
毛
三
山
－
赤
城
・
榛
名
・
妙

　
義
の
歴
史
と
信
仰
」（
～
1/
31
）　
学
習
の
森

●
碓
氷
の
つ
ど
い
後
期
(～
25
日
)

　
文
化
会
館

●
碓
氷
の
つ
ど
い
後
期
文
化
会
館

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
碓
氷
の
つ
ど
い
後
期

●
企
画
展
連
続
講
座

　「
上
毛
三
山
と
群
馬
学
」

　
学
習
の
森
13
:3
0
～
15
:3
0

●
農
業
委
員
会
総
会
　
本
庁

　
11
：
00
～

●
生
活
の
建
て
直
し
相
談
会

　
本
庁
13
：
00
～
17
：
00

●
人
権
と
平
和
を
考
え
る
講
座

　
松
井
田
庁
舎
　
13
:3
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
縄
文
料
理
教
室

　
学
習
の
森
13
：
00
～
15
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

日 １ 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

行
　
　
事
　
　
名

●
安
政
遠
足
峠
く
だ
り

●
安
中
市
菊
花
大
会（
～
20
日
）

　
磯
部
公
園

●
竹
細
工
教
室

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会

●
市
民
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
9:
00
～

●
童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～

●
企
画
展
連
続
講
座

　「
上
毛
三
山
の
成
り
立
ち
」

　
学
習
の
森
13
:3
0
～
15
:3
0

●
人
権
と
平
和
を
考
え
る
講
座

　
松
井
田
庁
舎
　
13
:3
0
～

●
市
民
展
前
期
(～
15
日
)

　
文
化
セ
ン
タ
ー
・
中
央
体
育
館

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
展
前
期

●
市
民
展
前
期

●
写
仏
講
座

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
展
前
期

●
耳
飾
り
講
座

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
15
:0
0

１
０
月行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
０
月
１
日
→
１
１
月
１
５
日

１
０
月
１
日
→
１
１
月
１
５
日

１
１
月

健
康
通
信

　
10
月
か
ら
結
核
健
康
診
断（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）が
始
ま
り
ま
す
。

　
ま
た
、
前
立
腺
が
ん
検
診
お
よ
び
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
の
個
別
検

診
も
引
き
続
き
実
施
中
で
す
。（
前
立
腺
が
ん
検
診
は
10
月
９
日
ま
で
）

　
ど
ち
ら
の
検
診
も
申
込
者
に
対
し
受
診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま

す
。日
時
、
会
場
な
ど
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い

人
で
受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
本
庁
健
康
課
（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

10
月
4日
・
18
日
（
日
）　
11
月
1日
・
15
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

１
１
　
月

１
０
　
月
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本
場
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
来
日
！
鍵
盤
の

魔
術
師
エ
ン
リ
ケ
・
ク
ッ
テ
ィ
ー
ニ
率
い
る

楽
団
と
男
女
の
出
会
い
と
別
れ
を
演
じ
る
ダ

ン
サ
ー
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
の
哀
愁

と
情
熱
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
11
月
27
日（
金
）午
後
６
時
30
分
〜（
開

場　

午
後
６
時
）

場
所
▼
松
井
田
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定

前
売
：
３
，
５
０
０
円

当
日
：
４
，
０
０
０
円

※

９
月
19
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
前
売
開
始

（
松
井
田
文
化
会
館
・
安
中
市
文
化
セ
ン

タ
ー
・
富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル
）

※
前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、
当
日
券
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん

※

未
就
学
児
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

問合せ ▼松井田文化会館（☎３９３－４４００）

エンリケ・クッティーニ楽団エンリケ・クッティーニ楽団
タンゴ・エモーションタンゴ・エモーション

エンリケ・クッティーニ楽団エンリケ・クッティーニ楽団
タンゴ・エモーションタンゴ・エモーション
エンリケ・クッティーニ楽団
タンゴ・エモーション ２００９２００９２００９２００９２００９

市民市民 INFORMATIONINFORMATION市民市民 INFORMATIONINFORMATION市民 INFORMATION市民 INFORMATION

企画展会期 ▼10 月 23 日（金）～平成 22年１月 31日（日）
観覧料 ▼一般：１００円 ( 団体 80円 )・高校生以下：無料
主な展示資料 ▼上毛三山山麓の遺跡から出土した遺物

赤城・榛名・妙義・中之嶽・菅原神社の御神宝
上後閑満行寺の木彫神像・仏像群
上毛三山の浮世絵・刷り物　　　　　　　など

問合せ ▼学習の森（☎３８２－７６２２）

中野谷原遺跡出土の弥生土器 前二子古墳（前橋市）の出土遺物

－赤城・榛名・妙義の歴史と信仰赤城・榛名・妙義の歴史と信仰－－赤城・榛名・妙義の歴史と信仰赤城・榛名・妙義の歴史と信仰－－赤城・榛名・妙義の歴史と信仰－

第９回企画展第９回企画展 上毛三山上毛三山第９回企画展第９回企画展 上毛三山上毛三山第９回企画展 上毛三山
上後閑満行寺の木彫神像
（県指定重要文化財）

　

赤
城
山
・
榛
名
山
・
妙
義
山
は
上
毛
三
山
と
称
さ
れ
、

群
馬
県
を
代
表
す
る
山
々
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

山
麓
に
は
す
で
に
縄
文
時
代
か
ら
山
を
意
識
し
た
人
々
に

よ
り
集
落
や
祭
祀
の
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
は
、
い
つ
の
頃
か
ら
こ
れ
ら
の
山
が
上
毛
三
山
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
上
毛
三
山
に
関
す
る
縄
文
時
代
か

ら
現
代
ま
で
の
歴
史
や
信
仰
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
展
示
で
す
。

※

11
ペ
ー
ジ
に
も
関
連
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い

さ
い  

し


